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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、日本の児童の体格･体力と運動技能や運動有能感、生活習慣との関連性を
解明することであった。発展途上にあるモンゴル国の児童を対照として調査した。日本の児童は逆上がりができる割合
は約50%であるが、モンゴルの児童が馬に乗れる割合も首都では約40%に低下している。日本の児童の運動有能感はモン
ゴル国の児童に比べて低かった。モンゴル国の首都の児童の運動有能感は地方の児童と比べると低下しており、日本の
児童と同様の傾向を示した。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to explore the correlation among weight, height, 
physical fitness, motor skill, motor competence, and life style of Japanese children. These factors 
further accessed for Mongolian children as a control group. 50 % of Japanese 6th grade children were able 
to perform SAKA-AGARI movement. 40% of Mongolian 6th grade children living in Ulaanbaatal, urban area 
were able to perform horse riding; however, 80 % of children living in rural area were able to do it. 
Motor competence of Japanese children were significantly lower than Mongolian children. Motor competence 
of Mongolian children living in urban area were significantly lower than those who lived in rural area.
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１．研究開始当初の背景 
(1)児童の身体教育に関する背景  
日本の児童が全身全力で行う体力は低下
したままほとんど変化していない（文科省、
新体力テスト）。研究代表者らは、ここ 10年
間で児童の生活習慣は改善されているもの
の、体力は低下していることを報告した（日
衛誌、2009）。さらに、逆上がりなどの全身
で行う運動技術の達成度も、直線回帰的な低
下傾向を示している（埼玉県教育委員会、
2003）。幼児・児童期に友達との遊びや運動
経験の尐ない児童はぎこちない動きのまま
成長し、その様態は親から子への世代にかけ
てさらに悪化する傾向が報告されている（村
瀬・落合、子どもの遊びを取り巻く環境とそ
の促進要因：世代間を比較して、2007）。 
(2)児童の心の教育に関する背景 
運動技術の獲得は意思意欲の座としての
大脳新皮質の前頭前野や運動の調節や記憶
の座としての海馬（征矢、運動で育む海馬の
機能とたくましい心、2010）や小脳が大きく
関与している（伊藤正男、脳と思考、1991）。
日本の児童の運動経験の減尐は体力運動能
力の低下とともに、大脳新皮質と大脳辺縁系
の連携による情動の制御などの心の発達に
も影響している。（研究代表者、児童の情動
脳の制御に役立つ剣道の発声の意義、1995）
このことは、日本におけるうつ病と自殺の増
加やその児童期への低年齢化（国民衛生の動
向、2009）に関連している可能性も否定でき
ない。近年うつ病に対する運動の効果も報告
されている。 
(3)児童の心と身体の一体化に関する背景 
小学校体育は「心と体を一体としてとら
え」とう文言を教科の目標に明記している(学
習指導要領)。これは運動学習を通して動きを
獲得していく過程で、児童は運動有能感やセ
ルフエフィカシー認知能力（自己効力感：何
らかの行動をきちんと遂行できるかどうか
を予期する能力）やメタ認知能力（人間が自
分自身を認識する場合において、自分の思考
や行動そのものを対象として客観的に把握
し認識すること）の学習能力を高めて生きる
力を身に付けることを意図した目標でもあ
る。児童は運動学習を通して、わかること・
できることの学びの構造を深めていくこと
によって生きる力を高めることができる（佐
伯絆、わかるということの意味、1995）。近
年の日本の児童の心と身体の発育発達の傾
向と水準を客観的に査定する方法のひとつ
が、生活と教育の環境や歴史文化が全く違う
外国の児童の能力との比較方法を用いるこ
とである。先進国の児童の心と身体や心身相
関の進化と退化についてグローバルな視点
からの調査が必要である。本研究では、日本
の児童の心と体を一体としてとらえた生き
る力を育てるために有効な因子を明らかに
する必要性に答えるための研究であった。 
 
 

２．研究の目的 
本研究は児童の体力や運動学習能力と学
習意欲などの心理学的因子が、教育環境や生
活習慣によって影響を受けている程度やそ
れぞれの因子のプラスやマイナスの関与度
を明らかにすることである。日本の児童のデ
ータと海外の児童のデータを比較して統計
学的な解析により、それぞれの国や地域の児
童の項目毎の影響度を明らかにして、生きる
力の養成に貢献する項目を解明する計画で
ある。 

 
３．研究の方法 
児童の体力運動能力調査は文科省の新体
力テストを用いる。日本とモンゴル国の児童
を対象として、逆上がり運動を用いて運動学
習能力の査定と評価を行う。この運動は安全
で、かつ、できる・できないとう査定が明確
である。運動学習の指導には、母国語による
資料や文言を用い、視覚情報（被験者のＶＴ
Ｒを含む）を随時提供して学習成果が最大と
なる指導を行う。また、生活習慣・教育・歴
史文化、運動有能感やセルフエフィカシーに
関する項目を含むアンケート調査を事前と
事後に行う。対象者が努力すればできると思
う気持ちの程度や学習に前向きな態度の水
準と学習の達成後のアンケート調査の内容
とを総合的に統計解析して児童の心身相関
の実態を査定する。 
 
４．研究成果 
 平成 23年度から平成 26年度まで富山県射
水市立N小学校の全校生徒を対象者として文
部科学省の新体力テスト、逆上がりができる
かできないかの調査、生活健康調査、運動有
能間調査を縦断的に実施した（27 年度も継
続）。 
（1）平成 23年度の成果 小学 3年生におい 
て、逆上がりのできる・できないは体力と相
関が高かった。また、できないながらも、練
習すればできると思う児童も体力との関連
性が認められた。平成 24 年度にモンゴル共
和国の児童を対象とする国際調査が円滑に
遂行されるように研究計画を整えた。モンゴ
ル国の小学校事情の情報収集、平成 24 年度
の実施計画、調査内容の翻訳の段取りを行っ
た。 
（2）平成 24年度の成果 ①日本の児童の継
続調査（396名）、逆上がりの調査を・できる・
できないが練習すればできる・練習してもで
きないに区分して、2年間の変容を確認した。
その結果、・継続的にできる群は 20％、・練習
すればできるという気持ちを有する群は
49％、・練習してもできないという気持ちの
群が 32％であった。逆上がりができていたの
に、できなくなり、しかも、練習してもでき
ないという気持ちを有するようになった児
童が 5％いた。また、練習すればできる気持
ちから練習してもできない気持ちになった
児童は 8％いた。昨年度の結果で逆上がりが



できない児童の中で、「練習すればできる」
という気持ちを有する児童は「食事の時によ
くかむ」という生活習慣との関連生が認めら
れたが、本年度も同様の関連性が確認された。 
②モンゴル共和国のビンデル学校、ゴビ砂漠
第 2 学校・第 3 学校の児童生徒（延べ 1230
名）を対象として、１）の小学校と同様のア
ンケート、50m 走、握力、立ち幅跳び、逆上
がりの調査を実施した。モンゴル国の児童は
逆上がりができない児童は多いが、やればで
きるという気持ちを有する児童が多かった。 
（3）平成 25年度の成果 ①平成２３年度か
ら縦断的に調査している N 小学校在籍の全
児童（371名）を対象として、３年目の縦断
調査を実施した。２）モンゴル国の都市在住
児童 200名（ウランバートル第２１学校）と
地方在住児童 303名（ウブルハンガイ県ブル
ド学校）の調査を行った。調査内容は、日本
の児童と同じアンケート調査を行い、２年生
と５年生には握力、５０m走、立ち幅跳びの
体力テストを実施した。 
（4）平成26年度の成果 最終年度の成果は、
①モンゴル国の児童生徒を含む子どもの発
育発達を学術論文として発表、②両国の子ど
もの体格・体力・生活習慣・運動有能感を日
本体力医学会で発表、③モンゴル国の子ども
の現状と課題について、日本発育発達学会で
シンポジストとして発表した。 
（5）研究全体を通じた成果 ①富山県 N 小
学校で新体力テスト、運動有能感調査、体格
調査、生活健康調査、逆上がり調査を 4年間
縦断的に調査した(平成26年度は14学級356
人）。②モンゴルの調査は、体格、握力・50m
走・立ち幅跳び、生活健康調査を横断的に行
った。2012年 9月ビンデル学校 220名、南
ゴビ第 2学校 79名、南ゴビ第 3学校 240名、
2013年 9月にブルド学校 303名、ウランバ
ートル市第 21学校 200名、2014年 9にトゥ
ブ学校 1101名、ボルノール学校 580名、ウ
ランバートル市第21学校536名に調査した。
③体格は日本の児童が良い傾向が示された。
④生活健康調査では、モンゴル国、日本国の
それぞれに良い点と改善点が示唆された。⑤
運動有能感はモンゴル国の児童生徒が有意
に高い傾向が認められた（図 1）。⑥日本の子
どもは逆上がりが出来る割合が低下してい
るが、モンゴル国の子どもでは一人で馬に乗
れる割合が低下している（図 2）。 
以上のことから、モンゴルの都市の子ども
の現状は、東日本大震災による教育・居住環
境の悪化が子どもの体力や健康な生活に悪
影響を及ぼしていることと似ている。両国の
児童生徒の体力や健康な生活は大きな差は
ないが、やればできるという気持ちには、モ
ンゴル国の方が高い傾向がみられた。 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
図 1 モンゴル国の首都と、地方、日本の子どもの運動有能感 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 2 モンゴルの都市と地方における乗馬経験 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 3 モンゴル国の首都と、地方、日本の子どもの 5年生男子
の立ち幅跳び（モンゴル国の首都の 21学校の児童と地方のトブ
やボルノールの学校の児童との間に有意差がある） 
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